
事業者名

図面番号

縮　　尺

図面名称

工事場所

工 事 名

発注年度

市川市大町２８４番地１

市川市動植物園さる共有放飼場設置修繕

市川市　経済観光部　動植物園課

エリマキキツネザル マンドリル

リスザル

コツメカワウソ

ケヤキ移植

平板撤去　

縁石撤去　縁石撤去
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撤去平面図　S=1/50

タヌキ

撤去平面図

S=1/50

令和７年度

ｹﾔｷ

工　種 規　格（㎜） 単位 数　量

平板撤去　

縁石撤去

300×300×60

120×100×600

㎡

備　 考

1900

手摺柵撤去

手摺柵撤去

ｍ
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一部再復旧

一部再復旧
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0
0

フェンス撤去

縁石撤去　

平板撤去　
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00

6
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900

フェンス撤去

H=800

H=1800

ｍ

28
0
0

64.5

30.3

1.9

4.0

5
40
0

Ｌ型側溝撤去

Ｌ型側溝撤去 250A型 5.4

ｍ

ｍ

撤去数量表

全14葉の内1号



事業者名

図面番号

縮　　尺

図面名称

工事場所

工 事 名

発注年度

市川市大町２８４番地１

市川市動植物園さる共有放飼場設置修繕

市川市　経済観光部　動植物園課

エリマキキツネザル マンドリル

リスザル

タヌキ コツメカワウソ

施設平面図　S=1/50

施設平面図

S=1/50

令和７年度

ｹﾔｷ

水

工　　種 規　　格 単位 数　量 備　考

施設数量表

共有放飼場

連絡通路１

連絡通路２

連絡通路３

階段

平板舗装 平板再利用

片開き門扉 H=800　W=1000 柱　H=1000

フェンス H=800 柱　H=1000

300×300×60

H=520  W=420

H=370  W=370

H=670  W=420

Co舗装１ t=100

か所

か所

か所

か所

か所

か所

㎡

基
ｍ

共有放飼場

連絡通路１

連絡通路２

連絡通路３

階段

Co舗装１

平板舗装

片開き門扉

フェンス

散水栓

屋外防水電源

スダジイ植栽  N=1本

両開き門扉

Ｌ型側溝

Co縁石

Co縁石

平板舗装

平板舗装

Co縁石

L=7.1m

N=1か所

N=1基

N=1か所

N=1か所

N=1か所

N=1か所

N=1か所

N=1か所

N=1か所

N=1基

L=5.4m
L=1.1m

L=1.7m

A=9.8㎡

A=3.6㎡

A=43.4㎡

L=0.7m

1

1

1

1

1

1

1

56.8

0.7

Co舗装２ t=100 か所 1

Co舗装２

N=1か所

手摺
N=1か所

工　　種 規　　格 単位 数　量 備　考

施設数量表

散水栓

屋外防水電源 2口

スダジイ植栽 H=3.0 C=0.15 W=0.7

両開き門扉

Ｌ型側溝

H=1800　W=4000

250A型　乗り入れ用

か所

か所

本

基

ｍ

Co縁石 縁石再利用ｍ

1

1 1

1

5.4

12.4

手摺 H=800 か所 1

ｹﾔｷ

給水管 VP20 ｍ 40

電気配線 ｍ 23DV2.6×3C、CV5.5□×3C

連絡扉

N=1か所

連絡扉 H=1300  W=600 か所 1

イロハモミジ植栽 H=3.0 C=0.18 W=1.5 本 1

イロハモミジ植栽  N=1本

ケヤキ移植

ユリノキ伐採・抜根 C=1.88

本

本 ILB舗装復旧含む

1

1

C=1.13

二脚鳥居(添木付)

二脚鳥居(添木付)

八ツ掛支柱

全14葉の内2号

120×100×600

5％

電気配線　L=23m

Co縁石

L=2.5m



事業者名

図面番号

縮　　尺

図面名称

工事場所

工 事 名

発注年度

市川市大町２８４番地１

市川市動植物園さる共有放飼場設置修繕

市川市　経済観光部　動植物園課

平面図　S=1/50

平面図、立面図、側面図

S=1/50

令和７年度

立面図　S=1/50 側面図　S=1/50
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全14葉の内3号



事業者名

図面番号

縮　　尺

図面名称

工事場所

工 事 名

発注年度

市川市大町２８４番地１

市川市動植物園さる共有放飼場設置修繕

市川市　経済観光部　動植物園課

平面図　S=1/30

放飼場基礎断面図

S=1/10、S=1/30

令和７年度

500
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RC - 40

土壌改良
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丸鋼　L=400  φ13　N=2
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※異形棒鋼はSD345とする。
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角パイプ 100×50  t=3.2
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全14葉の内4号

※改良材はセメント系とし、

添加量は50㎏/m3とする。

角パイプ 100×100  t=3.2



事業者名

図面番号

縮　　尺

図面名称

工事場所

工 事 名

発注年度

市川市大町２８４番地１

市川市動植物園さる共有放飼場設置修繕

市川市　経済観光部　動植物園課

底板　配筋図

S=1/20

令和７年度
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底板　配筋図　S=1/20
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※異形棒鋼はSD345とする。

全14葉の内5号



事業者名

図面番号

縮　　尺

図面名称

工事場所

工 事 名

発注年度

市川市大町２８４番地１

市川市動植物園さる共有放飼場設置修繕

市川市　経済観光部　動植物園課

放飼場外周パネル

S=1/20

令和７年度

正面図 側面図

角パイプ　□100 t=3.2

角パイプ　100×50 t=3.2

SUS溶接金網　φ3.2 30×150

SUS 溶接金網　 φ3.2 30×150

アクリル板  t=8

アクリル板　1000×2000×8SUSボルト　M6 袋ナット

アングル　3×40×40

アングル　3×40×40

フラットバー　3×32

アングル　20×20×100 t=3

SUS重量用平蝶番 50×50

※SUSは304、HL仕上げとする100 1001020
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SUS溶接金網　 φ3.2 30×150

角パイプ　100×50 t=3.2

フラットバー　3×32

SUS丸棒取手　φ9

SUS重量用平蝶番 50×50 角パイプ　100×50 t=3.2

SUS角パイプ　100×50 t=3.2

1
30

SUSストロングラッチ 45
20

45 28

正面図 側面図

角パイプ　□100 t=3.2

角パイプ　100×50 t=3.2

SUS溶接金網　φ3.2 30×150

SUS 溶接金網　 φ3.2 30×150

SUSボルト　M6 袋ナット

SUSアングル　3×40×40

アングル　3×40×40

※SUSは304、HL仕上げとする
100 1001020

10
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4
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SUS溶接金網　 φ3.2 30×150

角パイプ　100×50 t=3.2

フラットバー　3×32

角パイプ　100×50 t=3.2

角パイプ　100×50 t=3.2

SUS溶接金網　φ3.2 30×150

19
40

基礎コンクリート

基礎コンクリート50

10
0 70

1
00

7
0
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050

10
0

SUS パンチングメタルφ5×P8×t2

SUS パンチングメタルφ5×P8×70 t2

3
0

10

SUS丸棒取手　φ9

SUSフラットバー 1.5×30

32

10

1
0

1
0

10

外周パネル詳細図（アクリル板あり）　S=1/20

外周パネル詳細図（アクリル板なし）　S=1/20

全14葉の内6号



事業者名

図面番号

縮　　尺

図面名称

工事場所

工 事 名

発注年度

市川市大町２８４番地１

市川市動植物園さる共有放飼場設置修繕

市川市　経済観光部　動植物園課

連絡通路１

S=1/20、S=1/10

令和７年度

放飼場取付表面 放飼場取付裏面 連絡通路側面図 

SUSアングル　6×40×80
SUSアングル　5×40×80

SUSドアハンガー 2号

SUSアングル　1.5×40×40

SUSプレート　500×570×1

SUS角パイプ　50×50 t=2

SUSアングル　6×40×80

SUS丸棒　φ10 L=1140

SUSハンガーユニットD 3型

500

SUSストロングラッチ 45

SUS丸棒取手　φ9

SUSアングル　1.5×30×30

SUS溶接金網 φ3.2 30×150

SUS蝶番 0.8×38×26.5

SUSフラットバー　1×30

SUSボルト　M6 袋ナット

SUSドアハンガー 2号

SUSアングル　6×40×80

SUSアングル　1.5×40×40

SUS溶接金網 φ3.2 30×150

SUSフラットバー　1.5×75
SUSアングル

6×40×80

SUS角パイプ　50×50 t=2

SUSアングル　6×40×80

SUS丸棒　φ10 L=1140

連絡
通路

500
50

420

50

1020

80

50

52
0

5
0

40

80

5
0

4
0

4
40

4
0

40
5
0

80

50

52
0

1
0 50

80

5
0

4
0

4
40

4
0

30
5
0

5

30

SUSリングキャッチ　D6

SUSワイヤー φ5

SUSワイヤー φ3　2本

SUSワイヤークリップ

SUSワイヤークリップSUSリングキャッチ　D6

連絡
通路

連絡
通路

連絡
通路

既設柵取付表面 既設柵取付裏面 

SUS溶接金網

φ3.2 30×150

アングル

3×40×40

8
0

50

52
0

5
0

40

5
70

40
50

420
50
480

440

30
30

46
0

52
0

500

3030

SUS溶接金網

φ3.2 30×150

SUSアングル

1.5×30×30

点検扉

420

52
0

通路断面図 S=1/10

SUSアングル

SUS溶接金網

1.5×30×30

φ3.2 30×150

SUSストロングラッチ 45

SUSフラットバー　1×30

SUS丸棒取手　φ9

500

SUS Ｏリング 5×40

SUSボルト　M5 袋ナット

SUSフラットバー　1×20

30

10

連絡通路１　S=1/20

全14葉の内7号



事業者名

図面番号

縮　　尺

図面名称

工事場所

工 事 名

発注年度

市川市大町２８４番地１

市川市動植物園さる共有放飼場設置修繕

市川市　経済観光部　動植物園課

連絡通路２

S=1/20、S=1/10

令和７年度

放飼場取付表面 放飼場取付裏面 連絡通路側面図 

SUSアングル

SUSアングル

SUSドアハンガー 2号

SUSアングル

SUSプレート

SUS角パイプ　

SUSアングル　

SUS丸棒　

SUSハンガー

連絡
通路

50 370

50

430

1020

42
0

8
0

5
0

37
0

40

50

80
50

29
0

30
5
0

80

5
0

37
0

3
0

5
0

SUSワイヤー φ5 SUSワイヤークリップSUSリングキャッチ　D6

連絡
通路

SUS溶接金網

φ3.2 30×150

SUSアングル

6×40×80

SUS溶接金網

φ3.2 30×150

SUSアングル

1.5×30×30

点検扉

370

37
0

通路断面図 S=1/10

SUSアングル

SUS溶接金網

1.5×30×30

φ3.2 30×150

　1×20

SUS丸棒取手　φ9

6×40×80

450×420×1

1.5×40×40

40
4
0

50370

50

4040 470

SUSボルト　

SUS Ｏリング 5×40

SUSワイヤー φ3　2本6×40×80

SUSストロング

SUS丸棒取手　φ9

ラッチ 45

11
90

37
0

1
56
0

370 490

860

SUSボルト　M6 袋ナット

SUSフラットバー
　1×30

50×50 t=2

6×40×80

φ10 L=1140

ユニットD 3型

SUS蝶番

0.8×38×26.5

SUSボルト　M6 

袋ナット

SUSボルト　M5

袋ナット

SUS溶接金網 

φ3.2 30×150

SUSアングル　1.5×30×30

SUSフラットバー　1×30

SUS固定滑車縦型一体型×2

SUSワイヤー φ2 L=2100

SUS単線上レール5・6×1000

SUS Ｏリング 5×40

SUSフラットバー　1.5×60

連絡
通路

SUSアングル

1.5×30×30

SUSボルト　M6 

袋ナット

10
5

30
30

3
70

370

3030

既設柵取付表面 既設柵取付裏面 

SUSフラット

バー　3×30

連絡
通路

500

30 30440

30
3
0

31
0

3
70

SUSストロング

ラッチ 45

SUSフラットバー

M5 袋ナット

19
0

1
00
0

37
0

1
56
0

1.521.5

3.2

15.515.5

370

2020

345

10
0
0

2
0

2
0

96
0

SUS単線上レール

5・6×1000 　1×20

SUSフラットバー

SUS溶接金網

φ3.2 30×150

SUSワイヤー

φ2 L=2100

SUS Ｏリング 5×40

封鎖扉レール  S=1/10 封鎖扉  S=1/10

SUSアングル　

1.5×30×30

2

3.2

1
0

10

連絡通路２　S=1/20

全14葉の内8号

溶接



事業者名

図面番号

縮　　尺

図面名称

工事場所

工 事 名

発注年度

市川市大町２８４番地１

市川市動植物園さる共有放飼場設置修繕

市川市　経済観光部　動植物園課

連絡通路３

S=1/20、S=1/10

令和７年度

放飼場取付表面 放飼場取付裏面 連絡通路側面図 

SUSアングル

SUSアングル　6×40×80

SUSドアハンガー 2号

SUSアングル

SUSプレート

SUS角パイプ　50×50 t=2

SUSアングル　6×40×80

SUS丸棒　φ10 L=1140

SUSハンガーユニットD 3型

500

SUSストロング

SUS丸棒取手　φ9

SUSアングル　1.5×30×30

SUS溶接金網 φ3.2 30×150

SUS蝶番 0.8×38×26.5

SUSフラットバー　1×30

SUSボルト　M6 袋ナット

SUSアングル

φ3.2 30×150

SUSフラットバー　1.5×75

SUSアングル

6×40×80

SUS角パイプ　50×50 t=2

SUSアングル　6×40×80

SUS丸棒　φ10 L=1100

連絡
通路

50 420
50

500

1020

72
0

8
0

5
0

6
70

4
0

50

8
0

5
0

5
90

30
50

80

5
0

67
0

30
5
0

5

30

SUSワイヤー φ5

SUSワイヤー φ3　2本

SUSワイヤークリップ

SUSワイヤークリップSUSリングキャッチ　D6

連絡
通路

連絡
通路

連絡
通路

既設柵取付表面 既設柵取付裏面 

SUS溶接金網

φ3.2 30×150

SUSアングル

6×40×80

8
0

50

6
70

50

40

72
0

40
50

420
50
480

440

30
30

6
10

6
70

500

3030

SUS溶接金網

φ3.2 30×150

SUSアングル

1.5×30×30

点検扉

420

67
0

通路断面図 S=1/10

SUSアングル

SUS溶接金網

1.5×30×30

φ3.2 30×150

SUSストロングラッチ 45

SUSフラットバー　1×20

SUS丸棒取手　φ9

500

SUSフラットバー

1×30

6×40×80

510×720×1

1.5×40×40

SUS Ｏリング 5×40

ラッチ 45

SUSドアハンガー 

 2号

SUSアングル　

6×40×80

1.5×40×40

SUS溶接金網

40

4
0

50420

50

40
40 420

67
0

8
0

SUSアングル

1.5×40×40

SUSボルト　M5 袋ナット

10 10

連絡通路３　S=1/20

全14葉の内9号



事業者名

図面番号

縮　　尺

図面名称

工事場所

工 事 名

発注年度

市川市大町２８４番地１

市川市動植物園さる共有放飼場設置修繕

市川市　経済観光部　動植物園課

放飼場入口扉、連絡通路踊り場

S=1/5、S=1/10

令和７年度

1
0 3
0

30
3
0

10

3
0 10

10
0

21
20

93
5

9
35

□100

□100 1020

10 10

3030
940

SUSフラットバー　3×30

SUS溶接金網　φ3.2 30×150

SUS丸棒取手　φ9

SUS施錠装置　φ15×350

放飼場入口扉　S=1/10

アングル　3×100×50

連絡通路

100
5

395

400

連絡通路踊り場　S=1/5

SUSアングル　3×40×40

SUS補強プレート　t=5

SUS超低頭ボルト　M5

SUSボルト　M6 袋ナット

SUS溶接金網　φ3.2 30×150

SUSフラットバー　3×40

※踊り場の幅はW=1000とする。

全14葉の内10号



事業者名

図面番号

縮　　尺

図面名称

工事場所

工 事 名

発注年度

市川市大町２８４番地１

市川市動植物園さる共有放飼場設置修繕

市川市　経済観光部　動植物園課

階段、手摺、平板舗装、Ｃｏ舗装

S=1/10、S=1/5

令和７年度

RC - 40

BB 18-8-25

BB 24-12-25

溶接金網　D6 100×100

250 250 250 250 250

1250

Co舗装１

2％

6
50

13
0

13
0

13
0

1
30

1
30

50

50

5
0

10
0

平板舗装

2％

2％

2％

2％

5
0

50

10
0 2
00

BB 24-12-25

溶接金網　D6 100×100

RC - 40

※1％の水勾配を設けること。

300 740 300

300

250

560

8
50

2
60

ＧＬ

φ60.5×2.3

φ42.7×2.3

19
0

※手摺はＨＲ－Ｓ８．５同等品とする。

23
0

60

2
0

1
50

300
3 3

Ｃｏ平板　300×300×60

砂目地

敷砂

RC - 40

※溶接金網は異形棒鋼とする。

※Ｃｏ平板は再利用品とする。

※溶接金網は異形棒鋼とする。

※階段の踏面表面は周囲を金ゴテ仕上げ、

ＧＬ12
5

12
5

1
25

12
5

12
5

5
5

5
5

5
内側は刷毛引き仕上げとする。

階段　S=1/10

Ｃｏ舗装１，２　S=1/5

手摺　S=1/10

平板舗装　S=1/5

全14葉の内11号



事業者名

図面番号

縮　　尺

図面名称

工事場所

工 事 名

発注年度

市川市大町２８４番地１

市川市動植物園さる共有放飼場設置修繕

市川市　経済観光部　動植物園課

両開き門扉、Ｌ型側溝、Ｃｏ縁石

S=1/5、S=1/20

令和７年度

舟形落し受付

□60×30×1.6

□60×30×1.6

φ50.8×2.3

2-コ型PL2.3

φ89.1×3.2
φ89.1×3.2

落しφ16

開き方向

6
0

扉枠
門柱

6
6

4446
開き方向

門柱・扉枠位置関係図

GL+0m

蝶番

φ38.1×2.3
施錠装置

ワイヤメッシュ

亜鉛・アルミ・マグネシウム
合金めっき鉄線〔                 〕

（ハイテンション線）

50≒

φ4.0

(φ3.6)

φ
5
.0

(φ
4.
5)

11
5

≒

ワイヤメッシュ図
（　）内は芯径を示す．

□600

10
0

※両開き門扉はＵＮ両開き門扉 H=1800-50×W4000同等品以上とする。

※両開き門扉の色はダークブラウンとする。

10
515
5

35050

8
0

2
0

1
00

15
0

Ｌ型側溝（1種） 250A

敷モルタル

BB  18-8-25

BB  18-8-25

RC - 40

RC - 40

Ｃｏ縁石（再利用品）

敷モルタル

RC - 40

12050 50

220
10
0

1
00

302
30

W4000

300×200

2
00

70
0 5
00

1
80
0

1
74
0

□500

両開き門扉　S=1/20

Ｌ型側溝　S=1/5 Ｃｏ縁石　S=1/5

全14葉の内12号

外周園路



事業者名

図面番号

縮　　尺

図面名称

工事場所

工 事 名

発注年度

市川市大町２８４番地１

市川市動植物園さる共有放飼場設置修繕

市川市　経済観光部　動植物園課

片開き門扉、フェンス

S=1/10

令和７年度

GL+0m

φ60.5×2.3

φ50.8×1.6

戸当り付両面回転施錠

蝶番

開き方向 41

門柱

53

扉枠

34

門柱・扉枠位置関係図

50≒

φ4.0

(φ3.6)

φ
5
.0

(φ
4
.5
)

11
5

≒

ワイヤメッシュ図
（　）内は芯径を示す．

ワイヤメッシュ

亜鉛・アルミ・マグネシウム
合金めっき鉄線〔                 〕

（ハイテンション線）

77
0

1
00
0

23
0

25
0

※門扉はＵＮ片開き門扉同等品以上とする。

※門扉の支柱はH=1000用とする。

※門扉の色はダークブラウンとする。

Ｂ

Ａ

GL+0m

パネル断面図ワイヤメッシュ図

50≒

（　）内は芯径を示す。

φ4.0
(φ3.6)

φ
5
.0

(
φ
4
.5
)

1
15

≒

φ50.8×1.6

ワイヤメッシュ

亜鉛・アルミ・マグネシウム

合金めっき鉄線〔                 〕
（ハイテンション線）

700

10
007
70

23
0

1000 フェンス

片開き門扉

※フェンスはUN-A800S-50同等品以上とする。

※フェンスの支柱はH=1000用とする。

※フェンスの色はダークブラウンとする。

50
0

10
0

□400

4
50

□280

1
00

□300

2
00

□180 □180

片開き門扉　S=1/10

フェンス　S=1/10

全14葉の内13号



事業者名

図面番号

縮　　尺

図面名称

工事場所

工 事 名

発注年度

市川市大町２８４番地１

市川市動植物園さる共有放飼場設置修繕

市川市　経済観光部　動植物園課

連絡扉、給水管、散水栓、電気配線、屋外防水電源、

S=1/10、S=1/30、S=F

令和７年度

600

30
1
20

6
90

3
0

28
0

1
20

30

1
30
0

SUSフラットバー　2×30

SUSストロングラッチ 45

SUS丸棒取手　φ9

SUS溶接金網 φ3.2 30×150

SUS重量用平蝶番 50×50

SUS重量用平蝶番 50×50

SUSストロングラッチ 45

SUS丸棒取手　φ9

SUS溶接金網 φ3.2 30×150

SUSフラットバー　2×30

※既存の金網をカットした後に、連絡扉を設置すること。

既設給水管VP20

チーズ分岐

ゲートバルブVP20

コア削孔

止水栓 散水栓

※獣舎内の給水管から分岐をし、放飼場の角に散水ボックス、散水栓を設置すること。

SUS ホールインアンカー M10

SUS アイナット M10

CV5.5□×3C

CV5.5□×3C

DV2.6×3C

SUS M10ボルト

SUS アイナット M10

屋外防雨コンセント2口

※既存電源ボックスから分岐線、アースを取ること。

φ3200

□5000（ILB舗装復旧範囲）

ケヤキ移植、ユリノキ伐採・抜根

15
0

15
030

30

80
15
0

140 50

190

RC - 40

敷砂

ILBブロック植樹ブロック

Ａ

Ａ部詳細

※ユリノキを伐採・抜根した後に、ユリノキの根上がりの影響による

ILB舗装を平坦に仕上げた後、ケヤキを植栽すること。

既存電源

既存電源

SUSフラットバー　2×30

SUSボルト　M5 袋ナット

屋外保温材設置

埋設

1
00

20
0

3
00

300

埋設部

巻砂

発生材

※屋外露出部の配管材については、凍結防止のための保温材を設置すること。

▽ＧＬ

※止水バルブボックスはVP150用とする。

連絡扉　S=1/10

電気配線、屋外防水電源　S=F ケヤキ移植、ユリノキ伐採・抜根　S=1/30

給水管、散水栓　S=F

全14葉の内14号
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